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吉
川
分
校
の
改
修
を
行
い
ま
す

　
～
ご
意
見
や
情
報
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
～

107,633人
25％

27,938人
7％

292,030人
68％

104,327人
27％

37,444人
9％

249,872人
64％

124,715人
31％

40,812人
10％

231,764人
59％

旅客収入
33.8％

車両
使用料
4.6％

保守管理
受託費
20.5％

設備投資
受託費
28.8％

受託費
7.4％

営業外収入
4.9％

人件費
40.6％

業務費
7.1％

運輸費
5.2％

修繕費
41.3％

動力費
3.8％

営業外費用
0.8％

その他
1.2％

団体ツアー
6.7％

グッズ販売
27.1％

枕木オーナー
2.3％

運転体験
16.0％

駅入構券
7.0％

自動販売機収入
6.8％

ＳＬなど
乗車体験
2.6％

応援団
会員
0.8％

サポート
倶楽部
会員
2.1％

雑収入
28.6％

　

吉
川
分
校
は
、
小
学
生
の
減
少
に
よ
り
平

成
18
年
度
か
ら
休
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施

設
の
再
利
用
を
考
え
て
お
り
、
厚
生
労
働
省

の
「
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
交
付
金
」

を
活
用
し
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
各
種
事
業

や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
し
や
す
く
、
ま
た
よ
り
使

い
や
す
い
若
桜
町
の
拠
点
施
設
と
な
る
よ
う
、

平
成
23
年
度
に
吉
川
分
校
の
改
修
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

よ
り
使
い
や
す
く
多
目
的
に
使
え
る
施
設

と
す
る
た
め
、
改
修
計
画
及
び
事
業
内
容
に

対
す
る
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
情
報
な
ど

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

な
ど
を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
、
改
修
計
画

に
反
映
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
目

　
的

　

住
民
の
皆
様
の
自
主
的
活
動
、
高
齢
者
と

子
ど
も
や
若
者
な
ど
と
の
世
代
間
・
地
域
間

交
流
事
業
な
ど
を
行
い
、
健
康
づ
く
り
や
介

護
予
防
の
推
進
、
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
、
住

み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
の
生
活
を
継
続
し
、

元
気
な
高
齢
者
を
維
持
で
き
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
改
修
計
画
の
概
要

○
浴
室
、
脱
衣
室
、
調
理
室
、
宿
泊
室
を
設

置
○
冷
暖
房
設
備
、
換
気
設
備
、
衛
生
器
具
設
備
、

排
水
設
備
、
給
湯
設
備
、
消
火
設
備
な
ど

の
機
械
設
備
工
事
及
び
電
気
設
備
工
事

　
改
修
後
の
事
業
（
案
）

○
地
域
住
民
や
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
（
気
軽
に

集
え
る
交
流
の
場
の
提
供
）

○
高
齢
者
と
子
ど
も
や
若
者
な
ど
と
の
世
代

間
交
流
、
及
び
地
域
間
交
流

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

の
活
動

○
介
護
予
防
事
業
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

食
事
な
ど
を
提
供
）

○
高
齢
者
の
体
力
づ
く
り
教
室
や
料
理
講
習

会
、
認
知
症
予
防
教
室

○
家
族
自
然
体
験
交
流
事
業

○
障
が
い
の
あ
る
方
々
な
ど
の
宿
泊
生
活
体
験

○
町
内
の
生
徒
児
童
の
親
子
会

　
意
見
募
集
の
時
期

　

書
面
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
、

８
月
末
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

電
話
に
よ
る
受
け
付
け 

、
個
別
の
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

若
桜
町
役
場
町
民
福
祉
課
☎
（
82
）
２
２
３
２

Ｉ
Ｐ
（
９
８
２
）
２
２
３
２

若桜鉄道（株）の収支報告
　

若
桜
鉄
道
の
利
用
促
進
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

過
疎
・
少
子
化
に
よ
り
沿
線
の
乗
車

人
員
が
減
少
す
る
中
で
、
営
業
外
収
入

に
つ
な
が
る
観
光
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
22
年
度
も
前
年
度

に
引
き
続
き
若
干
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。

【
乗
車
状
況
】

　

平
成
22
年
度
の
乗
車
人
員
は
、

３
９
７
千
人
で
、
対
前
年
度
比

１
０
１
％
、
約
６
千
人
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
普
通
旅

客
が
約
１
２
５
千
人
、
対
前
年
度
比

１
２
０
％
、
通
勤
旅
客
が
約
40
千
人
、

対
前
年
度
比
１
０
９
％
と
増
加
し
ま
し

た
が
、
通
学
旅
客
が
約
２
３
２
千
人
、

対
前
年
度
比
93
％
と
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た
。

　

通
学
旅
客
減
少
の
要
因
は
、
少
子
化

に
よ
る
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、
朝
は
保

護
者
の
車
を
利
用
し
、
帰
り
は
回
数
券

で
鉄
道
を
利
用
す
る
と
い
う
通
学
パ

タ
ー
ン
へ
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。
前
年

度
ま
で
は
、
鉄
道
の
乗
車
人
員
の
う
ち
、

通
学
旅
客
が
占
め
る
割
合
は
７
割
で
し

た
が
、
平
成
22
年
度
は
乗
車
人
員
が
増

加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
６
割
に
減

少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

【
収
支
決
算
】

　

平
成
22
年
度
の
旅
客
収
入
は
、
６
６
、７
９
４
千
円
で
対
前
年
度

比
94
・
５
％
（
△
３
、８
９
７
千
円
）
と
、
減
少
し
ま
し
た
。
内
訳

は
、
普
通
旅
客
が
２
７
、５
２
２
千
円
で
対
前
年
度
比
１
０
５
％
、

通
勤
旅
客
が
６
、１
１
１
千
円
で
対
前
年
度
比
１
０
１
％
と
微
増
し

ま
し
た
が
、
通
学
旅
客
は
乗
車
人
員
の
減
少
の
影
響
を
受
け
た
た
め
、

３
３
、１
６
１
千
円
で
対
前
年
度
比
86
％
と
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

営
業
費
用
に
お
い
て
は
、
車
両
修
繕
費
や
交
換
部
品
代
の
高
騰

な
ど
に
よ
り
大
幅
な
支
出
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
経
費
節
減
な
ど

の
努
力
に
よ
り
５
５
４
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

※人件費は、職員などの給与、諸手当などです。
※業務費は、備消品費、水道光熱費、保険

料などです。
※運輸費は、ＪＲ車両の使用料や郡家駅使

用料などです。
※修繕費は、線路、電路、車両の修繕及び

設備更新費用です。
※動力費は、列車の燃料費です。
※営業外費用は、企画切符、鉄道グッズな

どの仕入費用です。
※その他は、法人税などです。

※旅客収入は、切符と定期の運賃収入
です。

※車両使用料は、ＪＲへの車両貸出料
（郡家駅～鳥取駅間）です。

※保守管理受託費、設備投資受託費、
受託費は、若桜町と八頭町が保有す
る鉄道施設の保守管理と設備更新を
受託したものです。

※営業外収入は、グッズ販売、運転体
験、団体ツアー用企画切符などの販
売収入です。

　

若
桜
鉄
道
沿
線
の
人
口
は
、
過
疎
・
少
子
化
に
よ
り
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
特

に
若
桜
鉄
道
利
用
者
の
６
割
が
中
高
生
と
い
う
状
況
の
中
で
、
そ
の
利
用
者
数
が
減

少
し
て
い
く
こ
と
は
大
き
な
減
収
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

若
桜
鉄
道
で
は
、
沿
線
人
口
の
減
少
に
よ
る
減
収
分
を
補
填
す
る
た
め
に
、
団
体

ツ
ア
ー
の
誘
致
や
グ
ッ
ズ
販
売
、
Ｓ
Ｌ
運
転
体
験
な
ど
営
業
外
収
入
の
増
収
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
営
業
外
収
益
は
Ｓ
Ｌ
運
転
体
験
と
観
光
ツ
ア
ー
客
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
８
、２
０
８
千
円
で
対
前
年
度
比
１
１
５
・
４
％
と
増
加
し
ま
し
た
。

【
皆
様
へ
の
お
願
い
】

　

若
桜
鉄
道
は
、
大
量
輸
送
と
定
時
運
行
に
優
れ
た
公
共
交
通
で
あ
り
、
特
に
通
学

や
通
院
、
買
い
物
な
ど
で
車
が
利
用
で
き
な
い
方
に
と
っ
て
は
必
要
な
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
沿
線
人
口
の
減
少
に
伴
い
、
利
用
者
が
減
少
す
る
な
ど
厳
し
い
経
営
が

続
い
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で
回
数
券
を
１
冊
購
入
す
る
。
毎
週
１
回
は
鉄
道
を
利
用

し
て
通
勤
す
る
。
な
ど
、
若
桜
鉄
道
が
存
続
し
て
行
く
た
め
の
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、若
桜
鉄
道
（
株
）
で
は
、65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
シ
ル
バ
ー
回
数
券
（
１

冊
２
、９
４
０
円
）
と
シ
ル
バ
ー
定
期
券
（
１
ヶ
月
３
、０
０
０
円
）
を
発
売
し
て
い

ま
す
。
大
変
お
求
め
や
す
い
価
格
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

【
シ
ル
バ
ー
回
数
券
・
シ
ル
バ
ー
定
期
券
の
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

若
桜
鉄
道
株
式
会
社　
　

☎
（
82
）
０
９
１
９

※雑収入は、工事立会料、駐車場収入、受取
利息などです。

《平成22年度　企画商品の状況》
　　枕木オーナー： 48件
　　ＳＬ運転体験：180件
　　若桜駅入構券：2,418枚
　　隼証明書：73枚
　　若桜鉄道応援団会員証：317枚
　　若桜鉄道サポート倶楽部会員証：72枚
　　シルバー定期券：78枚
　　シルバー回数券：83枚
　　ファミリー切符：252枚

平成
22年度
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平
昌
郡
に
着
い
て
初
め
の
頃
は
、
不
安
な
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
１
年
と
い
う
期
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
、
今
と
な
っ
て
は
寂
し
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

韓
国
と
は
文
化
の
違
い
が
あ
り
、
食
事
で
は
、
韓
国

の
料
理
は
予
想
以
上
に
辛
く
、
最
後
ま
で
辛
い
料
理
に

は
慣
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
韓
国
は
鉄
箸
、

ス
プ
ー
ン
を
使
っ
て
、
皿
を
持
た
ず
に
食
事
を
し
ま
す
。

平
日
の
昼
食
は
１
人
で
食
べ
る
こ
と
は
な
く
、
私
の
所

属
し
て
い
る
課
の
職
員
の
方
と
、
い
つ
も
一
緒
で
し
た
。

　

韓
国
の
方
は
、
酒
が
強
く
、
ソ
ジ
ュ
（
日
本
で
は
焼

酎
）
を
よ
く
一
気
で
飲
み
、
飲
み
終
わ
っ
た
グ
ラ
ス
を

相
手
に
渡
し
て
酒
を
つ
ぐ
の
が
韓
国
の
酒
の
飲
み
方
で

し
た
。
私
も
韓
国
で
の
飲
み
方
で
酒
を
飲
ん
で
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
が
い
つ
ま
で
も
続
き
と
て
も
大
変
で
し
た
。

　

韓
国
で
の
一
番
の
不
安
材
料
は
、
言
葉
で
し
た
。
伝

え
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
、
聞

き
取
れ
な
い
、
話
せ
な
い
、
日
本
に
住
ん
で
い
て
、
普

段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
が
こ
ん
な
に
も
大
切
で

あ
る
こ
と
を
韓
国
で
生
活
し
て
実
感
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。　
　

　

韓
国
で
の
生
活
が
過
ぎ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
聞
き
取

れ
る
言
葉
、
話
せ
る
言
葉
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
十
分
に
会
話
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

韓
国
語
の
勉
強
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
１
年
間
で
10
ヶ
所
の
課
を
異
動
し
な
が
ら
研
修

生
活
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ど
の
課
で
も
、
私
が
寂
し
く

な
い
よ
う
に
と
夕
食
に
誘
っ
て
頂
く
な
ど
、と
て
も「
情
」

に
熱
い
文
化
を
感
じ
ま
し
た
。

　

秋
夕
「
チ
ュ
ソ
ク
」（
日
本
で
は
お
盆
）
に
は
職
員
の

方
の
家
に
招
待
し
て
頂
き
、
食
事
を
ご
ち
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。
秋
夕
に
食
べ
る
伝
統
料
理
の
ソ
ン
ピ
ョ
ン
も

頂
き
ま
し
た
。
ソ
ン
ピ
ョ
ン
は
餅
の
中
に
あ
ん
こ
を
入

　
韓
国
平
昌
郡
と
の
職
員
相
互
派
遣
研
修
で
初
め
て
の

研
修
員
に
選
ば
れ
、
昨
年
の
７
月
か
ら
１
年
間
派
遣
さ

れ
て
い
た
山
根
詳
生
主
事
が
、
６
月
28
日
に
帰
国
し
ま

し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

韓
国
平ピ

ョ
ン

昌チ
ャ
ン

郡グン

と
の
架
け
橋

職
員
相
互
派
遣
研
修
員

山
根
詳
生
主
事
帰
国

れ
た
食
べ
物
で
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

平
昌
郡
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
、
大
き
な
行
事
の

雪
花
祭
り
に
参
加
し
て
、
鳥
取
県
庁
と
合
同
で
ブ
ー
ス

を
出
し
、
鳥
取
県
、
そ
し
て
若
桜
町
の
Ｐ
Ｒ
を
精
一
杯

行
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
訪
れ
、
若
桜
町

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
全
て
な
く
な
り
ま
し
た
。
韓
国
の

方
に
鳥
取
県
、
若
桜
町
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
パ
ー
ク
、
ヨ
ン
ピ
ョ
ン
リ
ゾ
ー
ト
は

韓
国
で
も
人
気
の
あ
る
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
地
域
で
、
と
て

も
立
派
な
ス
キ
ー
場
が
あ
り
ま
す
。
頂
上
に
行
く
と
、

ど
ち
ら
も
ス
キ
ー
場
以
外
に
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

と
て
も
楽
し
め
る
観
光
地
で
す
。
ヨ
ン
ピ
ョ
ン
リ
ゾ
ー

ト
は
、
日
本
で
も
有
名
な
ド
ラ
マ
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
の

撮
影
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

韓
国
の
行
政
で
は
電
子
化
が
と
て
も
進
ん
で
お
り
、

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
、
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
を
自
宅
、
職
場
に
居
な
が
ら
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
役
所
に
行
く

時
間
が
な
い
方
に
は
と
て
も
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思

い
ま
す
。

　

７
月
６
日
に
は
、
韓
国
で
初
め
て
２
０
１
８
年
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
都
市
に
決
定
し
ま
し
た
。
鳥
取

県
や
若
桜
町
の
応
援
も
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
都

市
に
選
ば
れ
た
事
は
、
私
も
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

約
１
年
間
貴
重
な
経
験
を
た
く
さ
ん
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
、
そ

し
て
韓
国
へ
の
研
修
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
本
当

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
経
験
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
に
、
今
後
も
若
桜
町
と
平
昌
郡
の
関
係
が
よ
り
良

く
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

７
月
６
日
、
本
町
の
友
好
交
流
都
市
で
あ
る
韓
国
平

昌
郡
が
２
０
１
８
年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
に

決
定
し
ま
し
た
。
平
昌
郡
と
は
相
互
に
職
員
を
派
遣
し

合
う
な
ど
、
積
極
的
な
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
、
小
林
町
長
が
東
京
の
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
を
訪
問
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
を
応
援
し

て
き
ま
し
た
。

「
韓
国
平
昌
郡
」

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
地
に
決
定
！！

人材育成・村おこし事業で９団体に助成

　若桜町人材育成基金運営委員会では申請のあった９団体から事業内容や効果の説明を受け、
慎重審議の結果、下記のとおり決定しました。
　若桜町活性化のために、幅広い視野を持ち行動力のある人材や指導者の育成、村おこしにつ
ながる活力あるグループや集落を支援します。

（単位：円）

助成額事 業 の 内 容団 体 名

100,000円日本一大幟相撲大会を開催し、伝統継承、集落の活性化を図る。日本一大幟相撲大会

100,000円初盆を迎えた家庭で集落総出の手踊り・傘踊りを行うという地域の伝統行
事を継承する。加地公民館

360,000円平成19年から自然体験交流を続けてきた東京都武蔵野市のイベントに参
加し、手打ちそばや特産品を販売し若桜町をＰＲする。吉川ＹＹＣ

140,000円犬の散歩コースの清掃及びポイ捨て禁止看板を設置し、きれいな町づくり
を推進する。

若桜わんわん
パトロール隊

90,000円若桜の方言を題材とした「じげ言葉かるた」を制作し、方言を後世に伝え
地域の活性化に資する。若桜杉板かるたの会

145,000円当初の目的であった地域出身者との交流を実現し、炭焼、そばづくり、あ
じさい園が未来永劫維持される方向性を見出す。小船活性化事業部

95,000円ボランティア活動、創作活動に積極的に参加し地域の活性化に寄与しつ
つ、会員相互の結束を深める。チーム鬼神

90,000円イルミネーション装飾、門松づくりにより住民同士の連携強化と集落の活
性化を図る根安自治会

145,000円「元気な若桜町」を目標に、研修会・交流会の開催、広報誌の発行など、
地域おこしに関連した事業を展開する。若桜町地域おこし協議会

1,265,000円計

2018 年

平成 23年度

～
１
年
間
の
研
修
を
終
え
て
～
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６
月
27
日
、
高
原
の
宿
氷
太
く
ん
で
第
２
回
若
桜
を
ど
げ
え
す
る
だ
あ

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
定
住
対
策
」
に
つ
い
て
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
談
会
概
要
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

若
桜
を

ど
げ
え
す
る
だ
あ

懇
談
会
開
催

　

平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
し
た
「
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

策
定
に
向
け
、「
ど
こ
に
」、「
ど
の
よ
う
な
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
が
」、「
ど
の

程
度
生
活
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
を
把
握
す

る
た
め
に
、「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
の
指
導
の

も
と
実
施
さ
れ
て
い
る
全
国
的
な
調
査
で
、

介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い
よ
う
予
防
事
業
の

対
象
者
の
方
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
努

め
る
た
め
の
把
握
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
ご
意
見
や
ご
要
望
を

伺
い
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
の
う

ち
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
ら

れ
な
い
方
に
、
現
在
の
ご
自
身
の
生
活
機
能
に

関
す
る
評
価
結
果
を
９
月
下
旬
頃
に
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

　

ご
本
人
以
外
に
、
ご
家
族
が
ご
本
人
の
代

わ
り
に
回
答
さ
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
日
常
生
活
圏
域

　

ニ
ー
ズ
調
査
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

小
林
昌
司
座
長

勝
原
公
一
委
員

尾
崎
か
お
る
委
員

吉
田
幹
男
委
員

十
倉
毅
委
員

第２回

【
調
査
対
象
の
方
】

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の
方
で
、

要
介
護
３
・
４
・
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

を
除
く
全
て
の
方
。

【
調
査
及
び
回
答
方
法
】

　

調
査
票
は
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
同
封
し
て
あ
る
返

信
用
封
筒
に
て
８
月
15
日
（
月
）
ま
で
に
ご

返
送
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
近
く
に
ポ
ス
ト

が
な
い
な
ど
返
送
で
き
な
い
場
合
は
職
員
が

回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
左
記
お
問
い

合
わ
せ
先
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

若
桜
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
82
）
２
２
０
９

　

Ｉ
Ｐ
（
９
８
２
）
２
２
１
４

若
桜
町
役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
82
）
２
２
３
２

　

Ｉ
Ｐ
（
９
８
２
）
２
２
３
２

　

国
道
４
８
２
号
の
茗
荷
谷
ま
で
の
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
が
間
近
と
な

り
、
来
年
９
月
頃
に
供
用
開
始
の
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
、
除
雪
対

策
が
課
題
で
あ
る
。
若
者
定
住
対
策
と
し
て
、
住
宅
を
整
備
。
中
学

校
も
小
中
一
貫
校
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
移
住
・
定
住
に
つ
い
て

は
、
小
船
、
三
倉
、
内
町
、
あ
か
ま
つ
団
地
、
糸
白
見
に
移
住
・
定

住
者
が
お
ら
れ
る
。
も
っ
と
魅
力
の
あ
る
団
地
づ
く
り
な
ど
も
大
切

で
あ
る
。
吉
川
分
校
を
休
校
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
廃
校
に
し
て
、

施
設
を
研
修
で
き
る
よ
う
改
修
す
る
。
地
元
で
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
、
様
々
な
交

流
事
業
に
使
い
た
い
。

　

定
住
対
策
に
つ
い
て
、
考
え
な
く
て
良
い
の
は
東
京
く
ら
い
で
あ

る
。
鳥
取
県
全
体
に
仕
事
が
な
い
状
況
で
あ
り
、
県
内
で
も
特
に
東

部
地
区
が
心
配
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
産

業
を
興
す
こ
と
が
大
切
。
若
い
人
だ
け
で
な
く
、
お
年
寄
り
も
フ
ル

に
活
用
し
、
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
仕
事
が
必
要
。
若
桜
も
地
域

の
製
材
だ
け
で
林
業
振
興
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
水
を
含
め
て
木

の
使
い
方
な
ど
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
ど
う
結
び
つ
け
る
か

だ
。
地
域
資
源
を
活
か
さ
な
け
れ
ば
、
商
工
会
の
仕
事
も
な
く
な
る
。

ま
た
、
若
桜
の
遊
休
農
地
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
、
生
産
は
減
る
。

公
社
を
設
立
し
て
農
林
業
に
力
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。
八
頭
町
と
一

緒
に
案
山
子
を
つ
く
り
全
国
発
信
す
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。

　

住
宅
政
策
、
子
育
て
支
援
な
ど
は
ど
こ
の
自
治
体
も
や
っ
て
お
り
、

そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
人
を
呼
び
込
む
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
。

他
県
で
は
観
光
で
誘
客
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
取
り
組

み
が
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
「
あ
な
た
の
若
桜

自
慢
は
何
か
？
」
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
町
民
が
ま
ず
若
桜
に
誇

り
を
持
つ
よ
う
な
“
全
員
野
球
で
の
町
お
こ
し
”
が
必
要
。
こ
れ
か

ら
は
心
の
豊
か
さ
を
求
め
田
舎
に
住
み
た
い
人
が
多
く
な
る
。
農
地

や
住
ま
い
、
助
成
金
を
出
し
て
若
者
の
産
業
体
験
を
実
施
し
て
い
る

県
も
あ
る
。
全
国
で
田
舎
で
住
み
た
い
人
は
24
％
あ
る
が
実
際
に
住

ん
で
い
る
人
は
３
～
４
％
に
過
ぎ
な
い
。
大
切
な
の
は
、
情
報
発
信

の
あ
り
方
。
ま
た
移
住
す
る
、し
な
い
の
決
定
権
は
案
外
女
性
が
握
っ

て
い
る
。
女
性
の
決
め
手
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
研
究
も
必
要
。

　

勝
山
で
は
、
お
が
く
ず
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
作
る
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。
大
き
な
投
資
を
し
な
く
て
も
豆
腐
を
作
っ
た
り
、
水

を
使
い
水
耕
栽
培
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
鳥
取
市
で
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

ね
ぎ
の
栽
培
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
所
も
あ
る
。
特
に
、
高

齢
者
が
働
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
水
力
を
使
っ
て
電
気

な
ど
う
ま
く
使
え
ば
産
業
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
農
業
が
変

わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
農
業
に
は
、
い
ろ
ん
な
可
能
性
が
あ
り
、
林

業
は
、
お
そ
ら
く
来
年
、
東
北
で
大
量
に
住
宅
復
興
に
木
が
必
要
に

な
る
だ
う
。

　

県
内
に
は
１
２
０
～
１
３
０
の
水
場
が
あ
り
、
名
水
と
し
て
48
箇

所
を
選
定
し
た
。
氷
ノ
山
の
水
は
良
い
。
水
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
、

川
を
使
っ
た
町
づ
く
り
な
ど
が
良
い
。
水
車
を
設
置
す
る
の
も
良
い
。

関
西
で
は
、
氷
ノ
山
は
、
兵
庫
県
の
山
と
認
識
し
て
い
る
。
若
桜
町

の
道
の
駅
に
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
少
な
く
、
Ｐ
Ｒ
不
足
で
は
な
い
か
。

智
頭
町
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
よ
う
な
町
お
こ
し
、
村
お
こ
し
も
良
い
。
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　日ノ丸産業（株）鳥取支店と若桜町は、７月14日、
中山間集落の見守り活動に関する協定を締結しま
した。また、７月27日には鳥取県エルピーガス協
会東部支部と協定を締結しました。
　この中山間集落の見守り活動は、民間業者の力
を活用して、配達などの業務中に地域住民の日常
生活に異常を発見した時、消防や警察に連絡する
必要がある緊急時の対応をしていただいたり、町
に通報したりする取り組みです。重大事件になる
前に、解決のきっかけを見つけられる体制を整備
することで、高齢者世帯などが安心して生活でき
る地域づくりを進めています。

　現在の協定締結業者

　７月５日、災害時の情報交換に関する協定を、
国土交通省中国地方整備局と締結しました。調印
式には、小林町長や国交省鳥取河川国道事務所長
の田中衛所長らが出席しました。この協定は災害
発生時や発生が懸念される場合、双方で緊密に情
報交換ができる体制を整え、状況によっては情報
連絡員を町に派遣し、国からの的確な支援を受け
ることで円滑な応急対策を図るものです。
　小林町長は「日頃から防災体制を整えることが
大切であり、積極的な支援策に町としても心強く
思う。相互の連携で災害から町を守っていきたい。」
とあいさつを行いました。

災害時の情報交換に関する
協定を国土交通省と締結

株式会社新日本海新聞社
鳥取いなば農業協同組合
鳥取ヤクルト販売株式会社
大山乳業農業協同組合
鳥取白バラ乳販株式会社

日ノ丸産業（株）、
鳥取県エルピーガス協会と若桜町が
中山間集落見守り活動協定締結

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に
重
い
病
気

に
な
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
の
ご
案
内
を

行
い
ま
せ
ん
で
し
た
（
い
わ
ゆ
る
「
積
極

的
勧
奨
の
差
し
控
え
」）。

　

そ
の
後
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ

れ
、
現
在
は
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
通
常

通
り
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
特
に
平
成
７
～
18
年
度
に

生
ま
れ
た
方
（
平
成
７
年
６
月
１
日
～
平

成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
は
、
日
本
脳

炎
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
を
逃
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手

帳
を
ご
確
認
の
う
え
、接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
人
ひ
と
り
の
接
種
状
況
を
見

な
が
ら
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
医
師
に
相
談

さ
れ
る
か
、
若
桜
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　

次
の
も
の
を
若
桜
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
鳥
取
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付

決
定
及
び
額
の
確
定
通
知
書
（
原
本
）

②
特
定
不
妊
治
療
に
係
る
領
収
書
（
県
の

申
請
に
添
付
し
た
も
の
）

③
印
鑑
・
振
り
込
み
先
の
わ
か
る
も
の

鳥
取
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金 

交
付
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先 

東
部
総
合
事
務
所
福
祉
保
健
局
健
康
支
援

課
健
康
づ
く
り
支
援
班
（
鳥
取
保
健
所
）

☎
０
８
５
７
（
22
）
５
６
９
５

～
県
の
制
度
に
上
乗
せ
助
成
～

　

若
桜
町
で
は
今
年
度
よ
り
子
育
て
支
援

の
充
実
を
目
指
し
て
、
特
定
不
妊
治
療
を

受
け
て
お
ら
れ
る
方
に
治
療
費
の
一
部
を

鳥
取
県
の
制
度
に
上
乗
せ
し
て
助
成
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

対
象
者

①
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で

あ
っ
て
、
特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療

法
に
よ
っ
て
は
妊
娠
の
見
込
み
が
な

い
、
ま
た
は
極
め
て
少
な
い
と
医
師
に

診
断
さ
れ
た
方
。

②
申
請
時
に
、
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
ま

た
は
両
方
と
も
が
町
内
に
住
所
を
有
し
、

１
年
以
上
継
続
し
て
居
住
し
て
い
る
方
。

③
「
鳥
取
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金
交

付
事
業
」
の
交
付
決
定
を
受
け
た
方
。

対
象
と
な
る
治
療

　

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
県
の
制
度

の
交
付
決
定
を
受
け
た
特
定
不
妊
治
療

（
体
外
受
精
及
び
顕
微
受
精
）

助
成
内
容

　

１
回
10
万
円
を
限
度
。
た
だ
し
、
県
助

成
金
を
控
除
し
た
額
が
10
万
円
に
満
た
な

い
場
合
は
そ
の
額
。
１
年
度
あ
た
り
２
回

ま
で
を
通
算
５
ヶ
年
度
助
成
。

　

毎
日
猛
暑
が
続
き
ま
す
が
、
夏
ば
て
し

て
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

　

昨
年
は
、
全
国
で
１
、６
０
０
人
も
熱

中
症
に
よ
る
死
者
が
出
て
お
り
、
ま
た
若

桜
町
で
も
熱
中
症
に
か
か
っ
て
体
調
を
崩

さ
れ
た
方
の
話
を
よ
く
聞
き
ま
し
た
。
今

年
も
よ
り
い
っ
そ
う
、
熱
中
症
の
予
防
が

必
要
で
す
。　

　

熱
中
症
の
症
状
と
対
処
法
は
下
記
の
図

の
と
お
り
で
す
。

　

特
に
高
齢
者
の
方
は
、
体
内
の
水
分
量

が
若
い
方
に
比
べ
て
少
な
い
う
え
、
ト
イ

レ
が
近
く
な
る
の
を
嫌
が
り
水
分
を
取
ら

な
か
っ
た
り
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く

い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
熱

中
症
の
患
者
の
半
数
は
65
歳
以
上
の
高
齢

者
な
の
で
す
。

熱
中
症
の
予
防
法

①
こ
ま
め
に
水
分
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
冷
や
し
た
タ
オ
ル
で
体
を
拭
い
た
り

保
冷
剤
を
当
て
て
も
よ
い
で
す
。

②
温
度
は
28
度
以
下
、
湿
度
は
70
％
以
下

を
目
安
に
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

③
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

④
す
だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
直
射
日
光
を

避
け
た
り
風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
暑
い
日
は
無
理
を
し
な
い
こ
と
、
ま
た

日
中
は
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

重症（Ⅲ度）中等症（Ⅱ度）軽症（Ⅰ度）重症度

●ふらふらする
●立てない
●意識障害
●けいれん

●頭痛
●吐き気
●嘔吐
●だるさ

●めまい
●立ちくらみ
●脚の筋肉がつる

症 状

●救急車を呼ぶ
●涼しい環境
●体を冷やす
●できれば水分・塩分の補給

●涼しい環境
●体を冷やす
●水分・塩分の補給

対処法

検診期間
医療機関内 容自己負担金対象者検診の種類

７月～１月
町内医療機関

胃内視鏡検診（胃カメラ検診）
（胃バリウム検査は個別検診できません）2,000円40歳以上 男・女胃がん

レントゲン撮影600円
40歳以上 男・女肺がん

喀痰細胞診（喫煙者のうち希望者）痰の検査をした場合1,200円
採便検査（２日法）
（容器は町内医療機関で配布して
もらい、提出して下さい）

無料40歳以上 男・女大腸がん

７月～１月
東部圏域委託
医療機関

子宮頸部がん検診（細胞診）
※体部がん検診は医師が必要と判断さ

れた方のみ実施
※子宮全摘出術されている方は対象外

1,500円（子宮頸部のみ）
2,000円（子宮頸部＋体部）
無料クーポン券のある方は
無料

20歳以上の女性子宮がん

視触診検査と乳房マンモグラ
フィー検査
妊娠中または妊娠の可能性のある方、
豊胸術等や心臓ペースメーカーを装
着している方は原則として対象外

1,300円
無料クーポン券のある方は
無料

40歳以上の女性
（奇数年生まれ）
ただし、昨年度未
受診の方は対象と
なります。

乳がん

熱中症の症状と対処法

日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

熱
中
症
の
予
防

平成23年度　個別検診のご案内

重症（Ⅲ度）中等症（Ⅱ度）軽症（Ⅰ度）重症度

●ふらふらする
●立てない
●意識障害
●けいれん

●頭痛
●吐き気
●嘔吐
●だるさ

●めまい
●立ちくらみ
●脚の筋肉がつる

症 状

●救急車を呼ぶ
●涼しい環境
●体を冷やす
●できれば水分・塩分の補給

●涼しい環境
●体を冷やす
●水分・塩分の補給

対処法

検診期間
医療機関内 容自己負担金対象者検診の種類

７月～１月
町内医療機関

胃内視鏡検診（胃カメラ検診）
（胃バリウム検査は個別検診できません）2,000円40歳以上 男・女胃がん

レントゲン撮影600円
40歳以上 男・女肺がん

喀痰細胞診（喫煙者のうち希望者）痰の検査をした場合1,200円
採便検査（２日法）
（容器は町内医療機関で配布して
もらい、提出してください）

無料40歳以上 男・女大腸がん

７月～１月
東部圏域委託
医療機関

（保健センター
におたずねくだ
さい）

子宮頸部がん検診（細胞診）
※体部がん検診は医師が必要と判断さ

れた方のみ実施
※子宮全摘出術されている方は対象外

1,500円（子宮頸部のみ）
2,000円（子宮頸部＋体部）
無料クーポン券のある方は
無料

20歳以上の女性子宮がん

視触診検査と乳房マンモグラ
フィー検査
妊娠中または妊娠の可能性のある方、
豊胸術や心臓ペースメーカーを装着
している方は原則として対象外

1,300円
無料クーポン券のある方は
無料

40歳以上の女性
（奇数年生まれ）
ただし、昨年度未
受診の方は対象と
なります。

乳がん

左：田中所長　　　　右：小林町長

鳥取県生活協同組合
ヤマト運輸株式会社
日本生命保険相互会社
日ノ丸産業株式会社
鳥取県エルピーガス協会東部支部

　若桜町ではできるだけ多くの方にがん検診を受けていただくために、集団検診か個別検診のどちらかを選べ
るようにしています。
　集団検診を希望されます方は、集団検診日程表（ＩＰ告知端末に掲載しています）をご覧の上、受診してく
ださい。なお、集団検診は無料で受けることができます。
　また、個別検診を希望されます方は、下記のとおり実施しますので、必ず事前に医療機関に連絡してから受
診されますようお願いします。

＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊

☎
お問い合わせ先

若桜町保健センター
（８２）２２１４

若桜町包括支援センター
（８２）２２０９
IP（９８２）２２１４

特
定
不
妊
治
療
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
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敷
金
と
は
、
賃
貸
借
契
約
終
了
時

に
、
滞
納
賃
料
や
建
物
に
関
す
る
損

害
賠
償
債
務
を
担
保
す
る
た
め
に
賃

借
人
か
ら
賃
貸
人
へ
交
付
さ
れ
る
金

銭
を
い
い
、
滞
納
賃
料
な
ど
を
控
除

し
た
残
額
が
返
金
さ
れ
る
も
の
を
い

い
ま
す
。

　

本
件
に
お
い
て
、
大
家
さ
ん
は
原

状
回
復
費
用
を
負
担
し
て
ほ
し
い
と

主
張
し
て
い
ま
す
。
賃
借
人
は
賃
貸

借
契
約
終
了
時
に
賃
借
物
を
原
状
回

復
し
て
賃
貸
人
に
返
還
す
る
義
務
を

負
っ
て
お
り
、
大
家
さ
ん
は
こ
れ
に

基
づ
く
主
張
を
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
し
か
し
、原
状
回
復
義
務
と
は
、

賃
借
人
の
居
住
、
使
用
に
よ
り
発
生

し
た
建
物
価
値
の
減
少
の
う
ち
、
賃

借
人
の
故
意
、
過
失
に
よ
る
損そ

ん

耗も
う

毀き

損そ
ん

を
回
復
す
る
範
囲
に
と
ど
ま
り
、

生
活
す
る
に
お
い
て
通
常
発
生
す
る

損そ
ん

耗も
う

毀き

損そ
ん

に
つ
い
て
は
含
ま
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、「
家
具

で
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
へ
こ
ん
で
し
ま
っ

た
。
壁
が
照
明
で
変
色
し
て
い
る
。

畳
が
日
焼
け
し
て
い
る
。」
と
し
て

も
、
こ
れ
は
通
常
発
生
す
る
損そ

ん

耗も
う

毀き

損そ
ん

で
す
の
で
、
原
状
回
復
義
務
に
含

ま
れ
ず
、
回
復
に
要
す
る
費
用
は
敷

金
か
ら
控
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

も
っ
と
も
、
本
件
で
は
、「
通
常

消
耗
分
の
原
状
回
復
費
用
は
入
居
者

の
負
担
と
す
る
」
と
の
特
約
が
あ
り

ま
す
の
で
、特
約
が
有
効
で
あ
れ
ば
、

先
ほ
ど
原
状
回
復
義
務
の
範
囲
に
含

ま
れ
な
い
と
説
明
し
た
通
常
発
生
す

る
損そ

ん

耗も
う

毀き

損そ
ん

に
つ
い
て
も
、
原
状
回

復
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
通
常
発
生

す
る
損そ

ん

耗も
う

毀き

損そ
ん

に
つ
い
て
ま
で
原
状

回
復
費
用
を
賃
借
人
に
負
担
さ
せ
る

こ
と
は
、
賃
借
人
に
賃
料
に
加
え
て

二
重
の
負
担
が
生
じ
、
賃
貸
人
に
不

当
な
利
得
を
生
じ
さ
せ
る
一
方
で
、

賃
借
人
に
一
方
的
に
不
利
益
を
も
た

ら
す
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
民

法
90
条
に
よ
り
、
ま
た
平
成
13
年
４

月
１
日
以
降
に
な
さ
れ
た
賃
貸
借
契

約
に
つ
い
て
は
消
費
者
契
約
法
10
条

に
よ
っ
て
も
、
特
約
は
無
効
に
な
る

場
合
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
敷
金

を
返
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
で

す
。

　

敷
金
返
還
請
求
手
続
な
ど
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
は
役
場
窓
口
に
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【相談窓口】

　若桜町役場町民福祉課

　☎（82）２２３３・２２３２
　鳥取県東部消費生活相談室

　☎０８５７（26）７６０５・７６０４
　〔いずれも平日　８時30分～ 17時〕

ア
ド
バ
イ
ス

弁
護
士

：

上
田
雅
稔
氏

　 　

私
は
こ
れ
ま
で
借
家
暮
ら
し
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
新
居
へ

引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
入

居
時
に
大
家
さ
ん
へ
敷
金
を
渡
し
て

い
ま
し
た
の
で
返
還
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
大
家
さ
ん
は
、「
家
具
で
カ
ー

ペ
ッ
ト
が
へ
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
壁

相
談
事
例

が
照
明
で
変
色
し
て
い
る
。
畳
が

日
焼
け
し
て
い
る
。
元
に
戻
す
費

用
、
つ
ま
り
原
状
回
復
費
用
を
い
た

だ
く
。」
な
ど
と
言
っ
て
敷
金
を
一

切
返
さ
な
い
と
返
事
を
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
き
れ
い
に

部
屋
を
使
っ
て
き
た
だ
け
に
、
全
額

返
し
て
も
ら
え
な
い
の
は
お
か
し
い

と
思
い
ま
す
。そ
も
そ
も
畳
や
壁
は
、

人
が
住
ん
で
い
れ
ば
汚
れ
て
い
く
も

の
で
す
か
ら
、
家
賃
を
払
っ
て
住
ん

で
い
る
上
に
元
通
り
に
す
る
費
用
ま

で
私
が
負
担
す
る
の
は
、
ど
う
に
も

納
得
が
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
私

は
、「
大
家
さ
ん
の
お
金
で
原
状
回

復
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
ま
し
た

が
、大
家
さ
ん
は
契
約
書
を
示
し「
通

常
消
耗
分
の
原
状
回
復
費
用
は
入
居

者
の
負
担
と
す
る
と
書
い
て
あ
る
。」

と
主
張
し
お
金
を
返
し
て
く
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
敷
金
は
、
返
し
て
も
ら

え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

一
人
で
悩
ま
ず
、

　
　
　
ま
ず
相
談
を
！

  

～
身
近
に
存
在
す
る
悪
徳
商
法
～

児童扶養手当受給者の皆さまへ
  現在、児童扶養手当を受けている方は、毎年８月に「現況届」を提出し
なければなりません。この届けは、児童扶養手当を引き続き受けられるか
を確認するための大切な届けですので、必ず提出してください。（現況届
に関する通知は、受給者に郵送します）
  なお、現況届の提出がないと、８月以降の手当が受けられなくなります
のでご注意ください。また、２年間提出しないと受給資格がなくなります。

児童扶養手当とは
　父母の離婚などにより父親または母親と生計を同じくしていない児童を
養育されている家庭（ひとり親）の生活の安定と自立を助け、児童の心身
の健やかな成長を願って支給される手当です。

支給条件
【母子家庭の場合】

　次の条件に当てはまる児童を監護している母、または母にかわってその
児童を養育している方。

【父子家庭の場合】

　次の条件に当てはまる児童を監護し、かつ、生計を同じくしている父、
または父にかわってその児童を養育している方。

＊児童とは、18歳に達する日以降、最初の３月31日（18歳の年度末）ま
でにある児童をいいます。ただし、心身に概ね中度以上の障がいがあ
る場合は、20歳まで手当が受けられます。

●父母が婚姻を解消した児童　　　　　　　　　　 ●父または母が死亡した児童

●父または母が重度の障がいにある児童　　●父または母の生死が明らかでない児童

●母が婚姻しないで懐胎した児童

●その他 （父または母が１年以上遺棄している児童、

　　父または母が１年以上拘禁されている児童など）

手当額
  受給資格者が監護・養育する子どもの数や所得により決定されます。

平成23年８月 10

提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

８
月
は
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出
の
月
で
す

提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

８
月
は
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出
の
月
で
す

☎お問い合わせ先町民福祉課
（８２）２２３３

特別児童扶養手当受給者の皆さまへ
  所得状況届の提出は、８月～９月中に！
  （所得状況届に関する通知は受給者に郵送します）

　

マ
ケ
ィ
リ
ン
・
ワ
ン
ダ
ー
先
生
は
、
昨

年
８
月
か
ら
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

と
し
て
町
内
の
小
中
学
校
に
勤
務
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
た
び
契
約
期
間
が
終
了
し
、

７
月
27
日
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
さ
れ
ま
し

た
。若

桜
町
の

皆
様へ

 

　

　

終
わ
っ
て
み
る
と
本
当
に
早
く
感
じ

て
い
ま
す
。
若
桜
町
の
み
な
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
英
語
の
授
業
を
が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
外
国
か
ら
来
た
私
を
み

な
さ
ん
が
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
日
本
で
過
ご
し
た
こ
の
１

年
間
の
中
で
、
若
桜
町
の
子
ど
も
た
ち

と
過
ご
し
た
時
間
が
一
番
楽
し
か
っ
た

で
す
。 

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

マ
ケ
ィ
リ
ン
・
ワ
ン
ダ
ー
先
生
は
、
昨

さ
よ
う
な
ら

　
マ
ケ
ィ
リ
ン
先
生
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「
春
で
す
よ
、起
き
て
」子
ど
も
の
声
に
、

落
ち
葉
の
中
で
冬
眠
し
て
い
た
カ
メ
が
、

甲
羅
の
中
か
ら
首
を
伸
ば
し
ま
す
。
21
匹

が
水
槽
の
中
で
泳
ぎ
始
め
た
と
き
は
、
喜

び
の
歓
声
と
拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。
冬
眠

さ
せ
た
と
き
に
は
、
こ
れ
で
元
気
に
冬
が

過
ご
せ
る
の
か
と
、子
ど
も
に
と
っ
て
は
、

不
安
な
気
持
ち
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
年
長
児
が
中
心
と
な
っ
て
カ
メ

の
世
話
の
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
長

靴
を
履
い
て
水
槽
に
入
り
、
カ
メ
を
踏
ま

な
い
よ
う
に
（
何
し
ろ
22
匹
、
６
月
か
ら

仲
間
が
増
え
ま
し
た
。）
甲
羅
干
し
に
必

要
な
レ
ン
ガ
や
ブ
ロ
ッ
ク
を
取
り
出
す
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
取
り
出
し
た
レ
ン

ガ
や
ブ
ロ
ッ
ク
、
水
槽
が
き
れ
い
に
な
っ

た
か
な
と
確
か
め
な
が
ら
た
わ
し
で
擦
っ

て
い
ま
す
。
何
気
な
い
作
業
の
繰
り
返
し

の
よ
う
で
す
が
、
子
ど
も
の
真
剣
な
眼
差

し
は
、
カ
メ
に
寄
せ
る
思
い
が
伝
わ
っ
て

く
る
よ
う
で
す
。

　

き
れ
い
に
な
っ
た
水
槽
に
レ
ン
ガ
や
ブ

ロ
ッ
ク
が
戻
さ
れ
ま
す
。
22
匹
の
カ
メ
が

甲
羅
干
し
出
来
る
よ
う
に
様
々
な
意
見
が

出
て
毎
日
試
行
錯
誤
の
日
々
で
す
。
そ
れ

が
カ
メ
の
家
作
り
で
す
。

　

小
さ
な
「
い
の
ち
」、
そ
れ
ぞ
れ
が
息

づ
い
て
い
る
こ
と
を
友
だ
ち
と
体
験
・
感

動
す
る
生
活
に
な
っ
て
い
ま
す
。

動
物
と
の
生
活

　　　

―　
カ
メ
の
め
ざ
め　

―

60  若桜幼稚園

　

若
桜
町
で
は
、
昨
年
「
若
桜
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を

策
定
し
、
す
べ
て
の
人
が
性
別
に
関
わ
り
な
く
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
男
女
が
対
等
な
立
場
で
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、
責
任

を
分
か
ち
合
う
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
と
心
豊
か
で
活
力
の

あ
る
若
桜
町
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
よ
り
隔
月
で
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
こ
と
を
取
り
上

げ
、
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
１
回
目
で
は「
日
本
女
性
会
議
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
本
女
性
会
議
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
課

題
の
解
決
策
を
探
る
と
と
も
に
、
参
加
者
相
互
の
交
流
の
促
進

や
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
目
的
と
し
た
全
国
規
模
の
会
議

で
す
。
今
年
は
島
根
県
松
江
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
で
は
人
材
育
成
・
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
こ
の
会
議
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
２
名
分
の
旅
費
を
確
保
し

て
い
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
町
民
の
皆
様
の
次
の
一
歩
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

～語ろう・紡ごう“だんだん”の縁を世界へ～
日本女性会議２０１１松江
【と　き】平成２３年１０月１４日（金）～１５日（土）
【ところ】くにびきメッセ・松江テルサ
【１日目・分科会（１３時３０分～）】
１０の分科会の中から選択。
①家族とジェンダー②超高齢社会を切り拓く③子どもの人権
④女性の政治参加⑤女性への暴力⑥命を守る・地域医療支援
⑦災害犠牲者ゼロをめざして⑧歴史と文化を活かした地域
づくり⑨ワーク・ライフ・バランス⑩グローバリゼーションと共
生社会
【２日目・全体会（１０時～）】
基調報告・アトラクション・シンポジウムなど
記念講演　『エプロンをはずして夢の山』　講師：田部井淳子氏

若桜町が負担するもの

交通費・宿泊費・参加費

参加申し込み期限

平成２３年８月１９日（金）

申し込み先

教育委員会事務局　☎（８２）２２１３（８２）２２１３

全
国
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道

４
社
が
黒
字

　

先
日
、
全
国
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道

等
協
議
会
は
、
加
盟
し
て
い
る
35
社

の
２
０
１
０
年
度
の
経
営
状
況
を
発

表
し
ま
し
た
。
11
社
で
輸
送
人
員
が

増
加
し
ま
し
た
が
、経
常
黒
字
と
な
っ

た
の
は
前
年
度
か
ら
１
社
減
っ
て
４

社
で
あ
り
ま
し
た
。
31
社
の
赤
字
総

額
は
約
38
億
５
、０
０
０
万
円
で
あ
り

ま
し
て
、
企
画
切
符
の
販
売
な
ど
で

輸
送
人
員
が
増
え
た
社
が
あ
り
ま
す

が
、
大
部
分
は
老
朽
設
備
の
改
修
な

ど
で
収
支
が
悪
化
し
た
の
が
原
因
の

よ
う
で
す
し
、
高
速
道
路
の
無
料
化

の
影
響
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

若
桜
鉄
道
は
経
常
損
益
が

２
２
６
万
円
の
黒
字
で
あ
り
ま
し
て
、

思
い
ま
す
。

　

役
場
職
員
も
去
る
７
月
13
日
、
若
桜
鉄

道
利
用
に
係
る
職
員
へ
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
若
桜
鉄
道
の
現
状
の
学
習
、

さ
ら
に
は
町
外
か
ら
の
通
勤
者
の
定
期

（
目
標
１
０
０
万
円
）、
１
人
当
た
り
回
数

券
年
３
冊
（
目
標
40
万
円
）、
出
張
時
の

回
数
券
の
現
物
支
給
（
目
標
20
万
円
）
な

ど
、
自
ら
目
標
を
立
て
、
職
員
も
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
私
も
65
歳
以
上
で
す
の
で

毎
月
３
、５
０
０
円
の
定
期
を
購
入
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
乗
車
運
勤
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
が
公
民
館
へ
移
転
、

役
場
庁
舎
を
改
修
し
ま
す

　

町
で
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り
若

桜
町
福
祉
事
務
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
よ

り
、
庁
舎
の
一
部
を
改
修
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
福
祉
関
係
の
生

活
保
護
や
相
談
業
務
に
つ
い
て
は
、
鳥
取

県
の
東
部
福
祉
事
務
所
が
担
当
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
地
方
分
権
に
よ
り
住
民
に
身

近
な
業
務
は
、
一
番
近
い
町
村
で
も
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
町
で
は
、
昨
年

か
ら
通
信
教
育
に
よ
り
福
祉
主
事
の
養
成

を
行
っ
て
お
り
ま
す
し
、
今
年
度
８
月
か

ら
は
、
東
部
福
祉
事
務
所
で
３
月
ま
で
研

修
を
受
け
ま
す
。

　

本
庁
舎
の
改
修
計
画
と
し
て
は
、

事
務
所
の
壁
の
張
り
替
え
、
防
災
本

部
室
の
新
設
、
福
祉
相
談
室
の
新
設

な
ど
を
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
１
階

事
務
所
は
、
以
前
か
ら
の
配
置
を
大

幅
に
換
え
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。　

　

そ
れ
に
合
わ
せ
ま
し
て
、
教
育
委

員
会
は
７
月
４
日
よ
り
公
民
館
に
移

転
し
ま
し
た
。
移
転
に
伴
い
、
公
民

館
も
改
修
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
教
育
委
員
会
の
新
し
い
事
務

所
、
公
民
館
の
事
務
所
、
２
階
の
フ

ロ
ア
の
床
、
各
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な

ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
教
育

委
員
会
が
公
民
館
に
移
転
す
る
こ
と

に
よ
り
、
わ
か
さ
生
涯
学
習
情
報
館

や
公
民
館
と
の
連
携
が
図
れ
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
事
務
の
効
率
化
と
生
涯

学
習
の
推
進
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
役
場
庁
舎
の
方
は
、
こ
れ
か

ら
し
ば
ら
く
改
修
の
た
め
皆
さ
ん
に

迷
惑
を
か
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
（
35
社
）
の
経
常
損

益
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
第
４
位
で
あ
り
ま

す
。
早
く
か
ら
公
有
民
営
の
上
下
分
離
方

式
で
の
運
営
は
良
か
っ
た
と
実
感
し
て
お

り
ま
す
。

　

若
桜
鉄
道
に
も
去
る
７
月
３
日
、
皆
さ

ん
の
力
で
12
系
客
車
が
四
国
の
高
松
か
ら

４
輌
や
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
内
１
輌
は

隼
駅
に
譲
渡
し
ま
し
た
。
今
後
こ
の
12
系

客
車
を
活
用
し
て
の
増
収
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｌ
を
走
ら
せ
る
と

い
う
夢
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
が
勝
負
だ
と

１
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★読み聞かせ教室より（６月17日）

　保育所の先生と一緒に「笹巻きづくり」をしました。
みんな真剣、習う方も真剣なら、教える方も真剣です。

★健康料理教室（７月７日）

　炒め物などに使える万能な「焼き肉のタレ」を暑い
夏に備えて作りました。

★そうめん流し（７月22日）

　夏はやっぱり、そうめん流しです。子どもたちは喜
んで、ぱくぱく食べていました。

８月の予定
８月１日（月）健康料理教室

生活習慣予防・しそジュースづくり

８月６日（土）スタディーツアー

大阪コリアタウンにて異文化に触

れ、伝統食文化を感じる。

８月 11日（木）読み聞かせ教室

皆が作った野菜で料理します。

８月 12日（金）フラワーアレンジメント

４回目の教室となりました。

８月 19日（金）デイ・キャンプ

氷ノ山から子どもたちとバーベ

キューをします。

今月の言葉　そらさない　人を見つめる　すんだ瞳を

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は
や
め
よ
う

＊
障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

＊
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

＊
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

＊
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

平成23年８月17

　

子
ど
も
の
頃
、
夏
休
み
に
、
夢
中
に

な
っ
て
探
し
て
い
た
の
は
カ
ブ
ト
ム
シ

や
ク
ワ
ガ
タ
。
で
っ
か
い
ク
ワ
ガ
タ
を

捕
ま
え
た
子
は
み
ん
な
か
ら
う
ら
や
ま

し
が
ら
れ
、
ヒ
ー
ロ
ー
扱
い
で
し
た
。

中
で
も
人
気
が
あ
っ
た
の
は
、「
ミ
ヤ
マ

ク
ワ
ガ
タ
」。
大
あ
ご
の
先
は
二
つ
に
分

か
れ
て
い
て
迫
力
が
あ
り
、
頭
部
に
は

耳
の
よ
う
な
突
起
の
あ
る
ク
ワ
ガ
タ
で

す
。
こ
の
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
の「
ミ
ヤ
マ
」

は
漢
字
で
書
く
と
「
深
山
」
と
な
り
ま

す
。
こ
の
ク
ワ
ガ
タ
は
標
高
が
高
く
涼

し
い
場
所
「
深
山
」
を
好
む
ク
ワ
ガ
タ
で
、

近
所
で
は
、
な
か
な
か
捕
ま
え
る
こ
と

の
出
来
な
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、

氷
ノ
山
で
は
、
夜
に
響
の
森
の
外
灯
に

飛
来
す
る
ク
ワ
ガ
タ
の
中
で
も
か
な
り

の
割
合
を
占
め
、
比
較
的
簡
単
に
見
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

カ
ブ
ト
ム
シ
は
ど
う
か
と
言
う
と
、

以
前

米
の
方
に
「
カ
ブ
ト
ム
シ
は
い

ま
す
か
？
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
答
え
は
ノ
ー
で
し
た
。
カ
ブ
ト
ム

シ
は
里
山
の
自
然
に
マ
ッ
チ
し
た
昆
虫

で
、
近
所
の
神
社
に
あ
る
木
の
樹
液
に

普
通
に
い
ま
し
た
。
里
で
は
普
通
で
も
、

氷
ノ
山
で
は
貴
重
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

　

氷
ノ
山
は
鳥
取
県
で
２
番
目
に
高
い

山
で
、
気
温
も
鳥
取
市
内
と
比
べ
る
と

涼
し
く
、
響
の
森
に
来
ら
れ
た
方
も
驚

か
れ
ま
す
。
そ
ん
な
氷
ノ
山
に
は
、
深

山
な
ら
で
は
の
昆
虫
や
植
物
が
生
息
し

て
い
ま
す
。
暑
い
夏
に
は
涼
し
い
氷
ノ

山
の
「
ミ
ヤ
マ
」
と
名
の
つ
く
自
然
に

会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。
近
所
の
当
た

り
前
が
、
氷
ノ
山
で
は
当
た
り
前
で
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館　

響
の
森

　
　

自
然
解
説
専
門
員　

小
林
佳
崇

迫力のある姿のミヤマクワガタ

65 深山の自然

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
し
た
り

貸
し
借
り
を
す
る
場
合
は
農
地
法
第

３
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
許
可
が

な
け
れ
ば
効
力
が
生
じ
な
い
た
め
所

有
権
移
転
登
記
も
出
来
ま
せ
ん
。
必

ず
手
続
を
し
、
許
可
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は

許
可
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

☆
取
得
後
す
ぐ
に
耕
作
し
な
い
場
合

☆
他
人
に
転
貸
し
た
り
し
て
自
ら
が

耕
作
し
な
い
場
合

☆
農
地
取
得
後
の
農
業
経
営
面
積
が

一
定
規
模
に
達
し
な
い
場
合(

若

桜
町
の
場
合
20
ア
ー
ル)

　

各
許
認
可
な
ど
の
申
請
の
締
め
切

り
は
毎
月
25
日
で
翌
月
の
10
日
前
後

に
開
催
さ
れ
る
委
員
会
で
審
議
し
ま

す
。

農
地
の
売
買
や
貸
借
に
は

　
　
　

許
可
が
必
要
で
す

７月８日に農業委員会を
　　　　　　　開催しました
審議事項

　 ・非農地証明　　　　　　12 件
　 ・利用権設定　　　　　　４ 件
　 ・嵩上げ届出　　　　　　１ 件 ☎お問い合わせ先農業委員会事務局

（８２）２２３９
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「
オ
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
」
の
遠
藤
佳
代
子
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
初
夏
の
花
を
使
っ
た
寄
せ
植
え
講
習
会
を

６
月
26
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
15
名
が
、「
植
え
方
の
こ
つ
」
な
ど
を
教
わ

り
、
和
や
か
に
楽
し
み
な
が
ら
６
種
類
の
花
な
ど
を

テ
ラ
コ
ッ
タ
の
鉢
に
植
え
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た

寄
せ
植
え
に
皆
さ
ん
が
満
足
の
様
子
で
、
と
て
も
い

い
笑
顔
で
し
た
。

　

遠
藤
さ
ん

は
、「
花
に
も

命
が
あ
る
。
花

に
優
し
く
話
し

か
け
て
く
だ
さ

い
。」
と
の
こ

と
。
今
後
、
こ

の
講
習
会
を
契

機
と
し
て
、
四

季
折
々
の
花
で

寄
せ
植
え
を
楽

し
ま
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

恒
例
の
「
七
夕
の
つ
ど
い
」
を
７
月
２
日
（
土
）
に

行
い
ま
し
た
。

　

短
冊
に
そ
れ
ぞ
れ
願
い
ご
と
を
書
き
、
み
ん
な
で
「
た

な
ば
た
さ
ま
」
の
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
読
み

聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
も
こ
も
こ
」
の
紙
芝
居
・
読
み
聞

か
せ
・
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
紙
芝
居
な
ど
で
「
つ
き
よ
の

ふ
う
り
ん
」、「
あ
ま
の
が
わ
に
か
か
る
は
し
」、「
あ
り

と
す
い
か
」、「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」、「
こ
わ
ー
い

は
な
し
」
を
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
一
生
懸
命
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
上
町
の
君
野
さ
ん
親
子
が
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
４
８
の

「
Ｅｖ
ｅ
ｒ
ｙ
ｄａ
ｙ

 

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
」、
テ
レ
ビ
で
お

な
じ
み
の
「
マ
ル
・
マ
ル
・
モ
リ
・
モ
リ
」
な
ど
を
ピ

ア
ノ
演
奏
を
し
て
く
だ
さ
り
、
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど

も
た
ち
も
体
で
リ
ズ
ム
を
と
り
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、「
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
」
を
し
、楽
し
い
「
七

夕
の
つ
ど
い
」
と
な
り
ま
し
た
。

七
夕
の
つ
ど
い

韓
国
語
講
座

　

お
盆
の
８
月
13
日
（
土
）
14
日
（
日
）

15
日
（
月
）
は
、
若
桜
町
公
民
館
・
中
原

分
館
と
も
に
臨
時
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日
の

お
知
ら
せ

　

８
月
28
日
（
日
）、
14
時
～
15
時
30
分
ま

で
公
民
館
集
会
室
で
行
い
ま
す
。

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
、「
健
康
的
に
ス
リ
ム

に
な
り
た
い
」「
ム
リ
は
し
た
く
な
い
」

と
い
う
人
に
ぴ
っ
た
り
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

で
、
い
ま
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
運
動
法

で
す
。

　

詳
し
く
は
、チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

初め
て
の
健
康
ピ
ラ
ティ
ス

体
験
教
室
開
催

　

昭
和
62
年
若
桜
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ

ス
部
Ｏ
Ｂ
２
、３
人
で
創
立
。
翌
年
に
は

歌
の
好
き
な
仲
間
が
大
勢
集
ま
り
、
今
で

は
25
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、
毎
年
「
お
母
さ

ん
コ
ー
ラ
ス
県
大
会
」、「
町
民
文
化
祭
」、

「
ど
ん
ぐ
り
た
ち
の
音
楽
会
」
な
ど
多
数

の
演
奏
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

西
山
和
子
先
生
の
熱
心
で
や
さ
し
く
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
指
導
の
も
と
、
歌

に
込
め
ら
れ
た
心
や
愛
が
ハ
ー
モ
ニ
ー
で

奏
で
ら
れ
る
の
に
魅
せ
ら
れ
、
楽
し
く
練

習
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
、
25
周
年
。
こ
う
し
て
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
も
、
家
族
や
皆
様
の
お
か
げ

だ
と
感
謝
し
、
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

歌
の
好
き
な
仲
間
が
も
っ
と
も
っ
と
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
サ
ー
ク
ル
紹
介

　　

若
桜
コ
ー
ラ
ス

  

会
員
募
集
！

毎
週
水
曜
日　

20
時
～
22
時

若
桜
町
公
民
館
集
会
室
で
練
習
し
て
い
ま

す
。
待
っ
て
ま
ー
す
♪

郷
土
文
芸

川

　
柳

　
（
さ
く
ら
吟
社
）

こ
れ
が
最
後
こ
れ
が
最
後
と
ま
た
旅
行

 

植
田
み
の
る

震
災
の
ニ
ュ
ー
ス
幾
度
も
涙
す
る

 

車
井　

信
恵

う
ま
い
米
楽
し
み
に
し
て
田
植
す
る

 

門
村　

千
代

化
粧
し
て
夏
が
梅
雨
明
け
待
っ
て
い
る

 

蔵
本　

悦
子

こ
れ
も
幸
私
の
帰
る
場
所
が
あ
る

 

中
田　

房
江

子
の
為
に
親
は
苦
労
を
い
と
わ
な
い

 

茗
荷　

き
み

ひ
ょ
う
た
ん
も
出
来
の
良
い
の
に
虫
が
つ
く

 

盛
田　

夢
路

花
し
ょ
う
ぶ
梅
雨
の
季
節
を
華
や
か
に

 

石
岡
せ
つ
子

切
り
抜
き
は
す
る
が
整
理
が
難
し
い

 

西
谷　

幸
子

ひ
ょ
う
た
ん
は
酒
で
色
増
し
艶
を
出
す

 

土
岐　

昌
子

ひ
ょ
う
た
ん
に
ひ
ょ
う
た
ん
顔
の
嫁
が
来
た

 

谷
口　

史
子

気
ま
ぐ
れ
な
雨
が
小
川
を
河
に
す
る

 

永
原　

昌
鼓

ひ
ょ
う
た
ん
の
形
さ
ま
ざ
ま
味
く
ら
べ

 

藤
原
美
智
恵

ひ
ょ
う
た
ん
を
腰
に
の
ん
び
り
旅
の
夢

 

山
本　

欣
和

ひ
ょ
う
た
ん
が
親
父
み
た
い
な
二
段
腹

 

盛
田　

康
秋

オ
ン
ボ
ロ
の
靴
が
や
さ
し
く
足
に
合
う

 

中
島　

寿
道

頼
ん
で
も
い
な
い
ト
ン
ネ
ル
掘
る
も
ぐ
ら

 
竹
口　

清
信

大
臣
や
総
理
の
イ
ス
は
お
い
し
い
か

 
藤
原　

鬼
桜

酒
入
れ
て
や
っ
と
ひ
ょ
う
た
ん
ら
し
く
な
る

 

岡
崎　

彰
夫

俳

　
句　
（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

行
く
当
て
の
有
っ
て
無
き
や
う
蛍
飛
ぶ

 

西
尾　

青
雨

卯
の
花
や
、
く
の
字
曲
が
り
の
川
の
崖

 

中
村　

節
枝

初
夏
の
海
燃
え
る
太
陽
呑
み
込
み
ぬ

 

山
根　

里
江

色
づ
き
て
苺
畑
に
弾
む
足 

坂
口　

仲
子

鉄
線
の
蕾
に
風
の
や
は
ら
か
し

 

谷
口　

裕
子

俳

　
句　
（
鶴
尾
句
会
）

梨
園
に
声
を
投
げ
合
ふ
袋
掛
け

 

山
本　

小
品

Ｓ
Ｌ
の
音
の
ひ
ろ
ご
る
初
夏
の
風

 

岡
田
よ
し
子

青
時
雨
下
校
の
子
等
の
散
り
散
り
に

 

田
島　

富
子

一
病
を
制
し
外
出
の
夏
帽
子

 

谷
口　

裕
子

万
緑
の
真
只
中
の
法
然
忌 

盛
田　

紘
子

雷
鳴
に
慌
て
る
犬
を
抱
き
上
ぐ
る　
　
　

 

竹
本　

光
子

　

韓
国
語
講
座
が
７
月
11
日
（
月
）
か
ら
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

　

講
師
は
、
若
桜
町
に
通
訳
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い

る
陳チ

ン

淑ス
ッ
ク

子チ
ャ

さ
ん
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
ま
ず
韓
国
の
都
市
の
位
置
や
歴
史
な

ど
の
確
認
を
し
、
挨
拶
の
練
習
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
シ
ム
ニ
カ
」、「
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ

ヨ
」
な
ん
と
な
く
聞
い
た
言
葉
で
す
が
、
日
本
語
に

は
な
い
発
音
の
仕
方
が
あ
り
な
か
な
か
難
し
そ
う
で

す
。
韓
国
語
に
は
、
母
音
字
が
21
個
、
子
音
字
が
19

個
あ
り
、
こ
の
日
は
10
の
母
音
字
と
14
の
基
本
子
音

字
を
学
習
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
講
師
の
口
元

を
凝
視
し
な
が
ら
一
生
懸

命
で
し
た
。

　

若
桜
町
と
友
好
交
流
協

定
を
し
て
い
る
韓
国
平

ピ
ョ
ン

昌チ
ャ
ン

郡グ
ン

は
、
２
０
１
８
年

の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
地
に
決
ま
り
、
若
桜

町
に
も
多
く
の
韓
国
の
方

が
お
見
え
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
後
、
毎
週

月
曜
日
に
こ
の
講
座
が
開

か
れ
ま
す
が
、
韓
国
の
方

た
ち
と
会
話
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

な
お
、
小
学
生
２
名
も
毎

週
水
曜
日
に
学
習
し
て
い

ま
す
。

初
夏
の
寄
せ
植
え
講
習
会

★
★

★
★
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Ｔ
Ｅ
Ｌ・
Ｆ
Ａ
Ｘ

８
２・
２
３
０
６

２
０
１
１・
８
月
号

Ｎ
Ｏ・
80

わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル

だ
よ
り

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日

毎
週
月
、
金
曜
日

時

分
～

時

分

時
～

時

10

30

18

30

12

20

（
休
館
日
）
毎
週
火
曜
日

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

（
営
業
日
）

新 着 図 書 2011．6．30まで

≪ そ の 他 ≫≪ 文 学 ≫
齋藤 孝・読書のチカラ西村 京太郎・特急街道の殺人

藤原 正彦・日本人の誇り中山 七里・魔女は甦る

唐沢 明・敬語の単語帳北村 薫・飲めば都

大前 研一・日本復興計画あさの あつこ・たまゆら

松沢 哲郎・想像するちから平岩 弓枝・諏訪の妖狐

小学館クリエイティブ・がんの予防山本 兼一・銀の島

滝沢 滋・大人の男の服装術荻原 浩・月の上の観覧車

主婦と生活社・ママと子供の夏の服新堂 冬樹・帝王星

長友 佑都・日本男児平 安寿子・しょうがない人

竹内 一郎・「声」は見た目よりものをいう夢枕 漠・陰陽師（おんみょうじ）醍醐ノ巻

≪ ヤングアダルト ≫今野 敏・ヘッドライン

アガサ クリスティー・そして誰もいなくなった笹本 稜平・春を背負って

小野 不由美・ゴーストハント ４河野 多惠子・逆事

≪ 児 童 書 ≫堂場 瞬一・異境

横沢 彰・どんまい！卓球部池永 永一・唄う都は雨のち晴れ

重松 清・おじいちゃんの大切な一日東野 圭吾・真夏の方程式

≪ 絵 本 ≫小池 真理子・無花果の森

日高 敏隆・カエルの目だま佐藤 雅美・ちよの負けん気、実の父親

室井 滋・しげちゃん五十嵐 貴久・ウエディング・ベル

どい かや・ねこのうたたね長谷川 櫂・震災歌集

≪ 郷 土 ≫森村 誠一・老いる覚悟

山本 宗明・わくわく山歩き 続渡辺 淳一・死なない病気

井上 貴央・青谷の骨の物語阿川 佐和子・咲くも咲かぬも花嫁修業

川島 芙美子・山陰の神々三谷 幸喜・さらば友よ ９

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

保護者の方にお願い
一人で泳げない子どもさんには、
なるべく保護者の方も一緒に
水の中に入ってください。

一緒に入る事でプールの事故を
防ぐ事が出来ます。

小学生以下の子どもさんの16時以降の
入館につきましては、必ず
保護者が同伴してください。

皆さまのご協力をお願いいたします。
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８
月
の
予
定

お盆の営業について
12日（金）→10時30分～18時30分
（時間変更しています）

13日（土）→通常営業
14日（日）→通常営業
15日（月）→10時30分～18時30分
（時間変更しています）

16日（火）→休館日
よろしくお願いいたします。


